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「成果と課題」 どちらも大切にしたいですね！ 

８月６日には、１学期の「のびゆく子ども」が担任から一人一人の子どもたちへ渡されます。児

童５１８名全員の通知表を読みました。短い期間ではありましたが、それでも担任の先生は、お子

さんの良さや成長を丁寧に見取っています。課題もあるはずです。しかし、所見欄は限られている

ので、どうしても成果が中心となり、課題はスルーしがちになります。家庭訪問も個人懇談もでき

ず、関係がなかなか構築できない中ではありますが、どうぞ遠慮なく、気になる点など担任にお尋

ねください。 いいところは大いに褒め、課題はつらくても改善していかないとですね！ 

ようやく 「地域学校協議会」 スタート！ 

久留米市では、全小・中学校に「地域学校協議会」という、学校にとってとてもありがたい組織

があります。その学校の子どもたちの教育課題を、学校だけではなく、地域（保護者を含めて）も

共有し、解決（教育目標達成）に向けて、協働して（一緒に）取り組んでいただける協議会です。

本校でも、ようやく７月２１日に、本年度の第 1回目を開催できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その中に３つの部会を設け、学校・家庭・地域が協働して行う取組や、それぞれの立場で行う取

組を推進していきます。【まなび育ち部会】＝教育目標の「学びを生かし」（知）の部分、【こころ

育ち部会】＝「心豊かに」（徳）、【からだ育ち部会】＝「たくましく」（体）の課題に対して、でき

ることはないか協議しました。内容の詳細は、また後日お知らせします。 

「平和な世の中を」って本当に伝えていける？ 

６月２３日、８月６日など、節目として、学校でも平和教育に取り組みます。しかし、私も含め

て全職員、そして保護者の皆様もおそらく戦争を経験していないのです。自分事として捉えること

は本当に困難なことですし、それを子どもたちに伝えていくとなったら・・。私の好きな作家の一

人、帚木蓬生さんの“ソルハ”という本は、親子で読まれることをオススメします。アフガニスタ

ンの話ですが、つい最近の出来事なのです。不思議と身近に感じられます。今も紛争や戦いは起こ

っているのです。これから先、日本だけが平和であり続けるなんてことができるでしょうか。真剣

に向き合わないと・・。 5年前に、本校の「地域学校協議会」編集で発刊された“大善寺小平和

への願い”という貴重な本も、しっかり活用していきたいです。 
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【 本年度の「地域学校協議会」のメンバー紹介 】 

○ 江口  哲 様 元青少年育成協議会会長    ○ 久保田 猛 様 鬼夜保存会事務局長 

○ 諸藤  学 様  まちづくり振興会会長     ○ 梯  岑彦 様 校区学童保育所運営委員長 

○ 秋吉 政敏 様 校区人権協会長         ○ 筬島 芳春 様  交通安全協会支部長 

○ 大淵 哲夫 様  老人クラブ連合会副会長    ○ 諸藤 繁俊 様 自治会連合会会長 

○ 原口 高廣 様  元大善寺小学校ＰＴＡ会長   ○ 国武 広子 様 主任児童委員 

○ 安部  潤 様 大善寺小学校ＰＴＡ会長     ○ 師岡 妙子 様 大善寺小学校ＰＴＡ副会長 

※ 学校から３名（校長、教頭、主幹教諭） 計１５名 

 


